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第 1 章　創業

4   ■   伊藤同族株式会社の設立
　伊藤家一族による事業は、世界恐慌に端を発した不況をものともしないで発展の一

途をたどっていたが、満州事変勃発以降の緊迫した国際情勢の中で軍による銑鉄や

コークスなど重要物資の統制が強化され、入手が難しくなり始めていた。そこで留

吉は兄弟工場がバラバラで資材を入手することを避け、一括して入手することを兄弟

に提案。長兄悦次の了解と資金援助を受けて、1934（昭和9）年6月1日に、資本金

10万円で、兄弟工場を合体して伊藤同族株式会社を設立した。

　設立した伊藤同族株式会社の社長には留吉が就任し、各工場の経営と主要製品は右

記（P. 37）の通りとして事業拡大を図った。

　当時の伊藤同族株式会社の従業員は第1工場で70人、第2・第3工場で各50人、

第4工場で100人、蟹江工場で30人と合わせて300人にも及んでいた。
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